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１　基本情報

まちづくり協議会名 安倉地区まちづくり協議会

地域ごとのまちづくり計画 【基本目標】

【具体的な取り組み】

地域ごとのまちづくり計画対話シート

令和６年（2024年）10月15日

市民協働推進課

松井　宏展

項目 入力欄

３.歴史・公園「自然と歴史がいきづくまち」

大堀川河川敷・公園の落下防止柵などの整備、管理の
要望

取組内容の関係課 公園河川課



２　対話の状況

（１）実施概要

ア　日時：

イ　場所：

ウ　出席者：以下のとおり

（２）確認できたこと

前回対話後、兵庫県と協議した内容を現地で報告し、意見交換を行った。概要は以下のとおり。

ア　各種問題個所についての対応
（ア）ロープのメンテナンス
　大堀川に沿ってロープを張っているが、所々ロープが切れていたり、たるんでいる個所があ
る。
　公園河川課でロープの張り直しを今後していく。

（イ）不法投棄、畑等の撤去
　兵庫県と協議し、一定期間を設けて、不法投棄や畑等を撤去するとの回答を得ている旨説明す
る。現地には10月に一斉除草及び、耕作物や道具などの撤去をすること、残っているものは処分
する旨の注意文が張り出されており、今後残っているものは撤去される方向。

（ウ）河川敷の高木、ヤシの木の伐採
　別紙資料の⑧高木及び資料の⑮鉄塔のヤシの木は県・市では伐採できない。
　⑧高木については、まち協（地域）が必要ないと判断するのなら地域で伐採してもらうことは
可能。
　⑮鉄塔のヤシの木は関電の敷地内に生えているので、関電に相談する必要がある。
　公園河川課から関電へ連絡し、伐採の要望があった旨伝える。

（エ）公園内ベンチ
　別紙資料の⑫ベンチは腐敗が進んでおり、誰も使用していないため、公園河川課で撤去する。
　別紙資料の⑳付近にあるベンチ2つについては、公園河川課で修繕を行う。

（オ）公園内通学路
　雨天時別紙地図・写真②の個所に水たまりができてしまう。市として何かしらの対応を検討す
る。

（カ）その他
　公園の街灯がついてない箇所があるため、公園河川課で修繕の手配をする。
　別紙地図・写真④の歩道が通りにくいため、整備してほしい旨の要望をまち協から聞き取る。
公園全体の優先順位を決めて順番に整備していく必要がある旨説明する。
　
イ　今後について
　すべての要望を解決することは難しい。現状を正しく認識した上で優先順位を決めて、普段よ
く使用している箇所を優先して改善を行い、使用していない箇所は様子をみる方針とする。不法
投棄等については一旦10月頃に県が撤去するが、今後も不法投棄等見受けられれば、県へ報告し
対応してもらう。

大堀川河川敷・公園

＜安倉地区まちづくり協議会＞
　●

＜市＞
　協働の取組推進担当次長　谷口
　公園河川課　雑賀課長
　市民協働推進課　松井

令和６年（2024年）10月15日　14時00分から15時45分まで
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